
【職名の記載は、原則的に「アイウエオ順」とした】

かん手―ム医療 :かん診断・維持期(横診・外来 )

デースの厚″
早期発見、早期治療、重症化の減少 精神的安定効果 疼痛緩和 負担 および不安軽減 家族サポート QOLの 向上
患者満足度の向上、医師看護師の負担軽減、心理的サポートの提供、適切な診療情報の共有

細胞検査士 :             ‐

細胞検査による悪性細胞、良悪性の早期発見と診断

診断 夕が一ハデー∠

読影リポート、検査記録等の管理

診療放射線技師 :

画像検査によるがんの早期発見・画像情報の提供

医療リンパドレナージセラピスト:

リンパ浮腫、合併症に関するセルフケアロ日常生活の指導

「      :亜 ユ
言語聴覚士 :日 常生活上のコミユニケーション、摂食指導

し主 主1■:三二呈
常生活の継続指導、必要な職業関連指導 |

歯科衛生士 :

口腔内の清潔維持、管理の指導

がん″影 ―Z

理学療法士 :術前の呼吸修得、体力・活動性の維持

ソーシヤルワーカー :

医療費のしくみ、活用できる制度の紹介・相談窓ロ

臨床心理士 :

メンタルヘルスに関するアド′ヽイス、心理的サポニト

かんチーム医療 :alん診断・維持期(横診 0外来 )の役割

診断サポートチーム

細胞検査士 がん検診による早期発見、非侵襲法によるがんの良性・悪性の判定 (診断)

診療情報管理士 がん登録、診療情報に基づくデータベースの作成、都道府県への医療機関の医療機能に関する情報提供

診療放射線技師 画像診断による早期発見・画像情報の提供

がん外来サポートチーム

医療リンパドレナージセラビスト リンパ浮腫・合併症 (蜂嵩織炎等)に対する情報提供、日常生活・セルフケアの指導

管理栄養士 がんになりにくい食事や 病気になりにくい食事や栄養についての情報提供及び指導

言語聴覚士 日常生活における発声・発語 (発音)機能の維持、代用的コミュニケーション手段の使用、摂食等に関する指導

作業療法士 予測される日常生活活動や職業関連などへの障害に対して、日常生活活動や就労継続のための支援・指導

歯科医師

歯科衛生士 専門的口腔清掃 (バイオフィルムや歯石などの除去)、 セルフケアとしての口腔清掃法の実地指導

ソーシャルワーカー 相談窓口 受診・入院相談、経済的支援 社会復帰援助 家族の相談

薬剤師

理学療法士 手術前の呼吸練習、体力・活動性の維持

臨床心理士 日ごろからのメンタリレヘルスについてのアドバイス、病気の不安やショックについて本人・家族にカウンセリング

がん外来チーム+診断サポートチーム

医師

看護師 2



【職名の記載は、原則的に「アイウエオ順」とした】

がん千―ム医療 :治療期(手術0化学療法・旗射線治療。など)

チームの目的

救命
* 

早期発見
*早

期治療 重症化の減少 疼痛緩和 精神的安定効果 負担および不安軽減 家族サポート*

重症化の減少 術後感染・発熱の減少、日腔合併症の緩和、QOLの向上 患者満足度の向上 医師看護師の負担軽減

心理的サポニトの提供

ソーシヤルワーカー :

医療費制度の確認、紹介、調整、家族の相談、退院支援

1縫環査彗吉内容説明、適正栄養管理の提案・実施   |

救急救命士 :

救急時の速やかな救急搬送サービス

細胞検査士 :

細胞診による術中の迅速診断

診療放射線技師 :

放射線撮影・治療

■■■■■ 111i:

治療への情報提供 、適切な記録管理、パスの管理

妙断 θ治療力 ← ルチーム

医療リンパドレナージセラピスト:

リンパ浮腫 "合併症の治療と継続的なセルフケア指導

言語聴覚士 :発声・発語機能、摂食・味下機能の回復
理学療法士 :

基本"移動動作練習、体力向上、リンパ浮腫や疼痛の対応

作業毒法士 :

日常生活活動 (ADL)の 自立、精神的な受容を促進
臨紫1■ 学技士 :手術室危機管理、呼吸療法チームとの連携

曇蜜≧環亀容の心理的サポート・カウンセリ5り歯科衛生士 :口腔合併症の緩和ケア、口腔衛生処置

がん千―ム医療 :治療期(手術・化学療法・依射線治療 0なこ)の役割

診断・治療サポートチーム

救急救命士 病態急変時の救急救命処置

細胞検査士 手術中の細胞診による悪性細胞の有無の判定 (診断)

診療情報管理士 チーム連携に必要な共有情報の提供と実施記録の管理、保有データの活用

診療放射線技師 画像検査による病態の確認、転移の有無の確認、放射線治療

病棟配属チーム

医師

看護師

管理栄養士 治療に必要な体力や免疫力をおとさないような栄養補給法や食事内容・形態について提案、実施

薬剤師

ソーシヤルワーカー 家族サポート 相談窓日 経済的援助 仕事や家族の相談 入院生活の相談

診断・治療サポートチーム・病棟配属チーム

医療リンパドレナージセラLiス ト リンパ浮腫・合併症 (蜂富織炎等)に対する治療とケア、日常生活・セルフケアの指導

言語聴覚士 治療によつて生じた発声・発語 (発音)機能、廉下機能の評価と訓練・指導

作業療法士 手術等の治療で制限される日常生活活動の早期回復への支援・指導、必要な自助具などの選択・市1作・適合

歯科医師

歯科衛生士 術前・術後の専門的口腔衛生処置などの口腔ケア・口腔合併症のケア

理学療法士 基本動作・歩行・ADLの早期獲得、体力向上、リンパ浮腫の早期発見と対応、疼痛緩和

臨床工学技士 手術室での危機の管理、呼吸療法チームヘの業務の依頼と連携 4

臨床心理± 本人・家族の病気の理解 (お子さんへの告知を含む)・ 受容に向けた心理的サポニト・カウンセリング



【職名の記載は、原則的に「アイウエオ順」とした】

ntん千―ム医療 :治療期から退院きての継続支援期

チームの目的

治療期の治療体制の維持、退院に向けた支援、患者と家族へのサポート、退院後生活への指導と援助

救急救命士 :

必要に応じた救急搬送サービス

細胞検査士:     :
再発転移の確定診断  |

診療放射線技師 :

放射線撮影口治療

管理栄養士 :

食べやすい食事形態や退院後の栄養管理の相談

診断 θ治療′ボールチーZ

医療リンパドレナージセラピスト:

リンパ浮腫・合併症の治療と継続的なセルフケア指導
ソーシヤルワTカー :

退院先の支援、制度紹介、患者会・家族会の紹介

言語聴覚士 :

発声・発語機能、摂食口哺下機能の回復と代用手段選択

理学療法士 :

体力の向上・動作能力の獲得、疼痛緩和、介助法指導

生活支援に向けた動作訓練、福祉用具口自宅改修の相談

臨床心理士 :

心理的サポート・カウンセリング、患者会のサポート

歯科衛生士 :口腔衛生指導・管理、口腔機能訓練
臨床工学技士:特殊治療への業務支援

かん千―ム医療 :治療期から退院きての継続支援期の役割
診断“治療サポートチTム

救急救命土 転送搬送サービスや自宅搬送サービス、サービス搬送時の急変対応

細胞検査士 細胞診による再発・転移の確定判定 (診断)

診療情報管理士 適切な記録管理、アウトカムの評価、がん地域連携パスの作成支援、在宅を支える医療施設への情報提供

診療放射線技師 画像診断による病態確認・画像情報の提供、放射線治療

病棟配属チーム

医師

看護師

管理栄養士 体力が落ちたり、食欲がないときの食べ方や、栄養の摂り方など食事や栄養の相談・指導

薬剤師

診断・治療サポートチーム・病棟配属チーム

医療リンパドレナージセラビスト リンパ浮腫・合併症(蜂嵩織炎等)に対する治療とケア、日常生活・セルフケアの指導

言語聴覚士 発声・発語の機能、摂食・嘆下の機能回復と代用手段の選択、退院に向けた指導・助言

作業療法士 入院中から退院に向けての日常生活活動の自立への指導、退院に向けた福祉用具・住宅改修の指導

ソーシャルワーカー 退院援助 サービス紹介 介護保険との連携 在宅支援

歯科医師

歯科衛生士 口腔衛生指導・管理、口腔清拭法の実地指導、摂食・咀嘔・廉下のための口腔機能訓練

理学療法士 在宅・社会復帰に向けた動作獲得、体力・活動性の向上、本人・家族への介助指導、落痛緩和

臨床工学技士 難治性腹水症例に対して腹水濾過濃縮再静注法の業務への支援

臨床心理士 心理的サポート・カゥンセリング、患者会のサポートや本人の性格に応じた日常生活復帰へのアドバイズ



【職名の記載は、原則的に「 アイウエオ順」とした】

がた千―ム医療 :緩和期0終末期(看取ιl期 )

チースのβ″ 罐 霧 η 希望の成就

患者と家族のQOLの 向上  患者と家族の満足度の向上 患者家族の負担および不安軽減

精神的安定効果廃用症候群の予防、医師看護師の負担軽減、疼痛緩和

心理的サポートの提供

救急救命士 :必要な患者搬送サービスの提供

I 農鋼「プデTルタニ21 1 1細胞t 査士 :再発転移 D確定診断 緩和 夕′チーム

医 師

医療リンパドレナージセラピス :

終末期の伴う浮腫に対する苦痛緩和 看護師 :疼痛緩和 精神的サポート 看取り

言語聴覚士 :コミュニケーションと摂食の維持口指導 ヽ
１
１
■
１
‥
ｌ

ｉ
′

ソーシヤルワーカー :医療費・経済的支援、転院、退院の援助、遺族会の支援

薬剤師

理学療法士 :動作能力維持、介助法指導、落痛緩和、体力・活動性の維持

7臨床心理士 :本人の心理的サポート、家族・遺族への心理的支援

かん千―ム医療 :緩和期・終末期(看取ιl期 )の役割

緩和サポートチーム

医療リンパドレナージセラピスト 終末期に伴う浮1重に対する苦痛緩和

救急救命士 患者の希望する場所への移送サービス、急変時の救急救命処置

言語聴覚士 コミュニケーションの確保、日から食べることの維持と介助方法に関する指導

細胞検査士 患者と家族のQOL向 上のための早期発見と判定 (診断 )

歯科医師

歯科衛生士

診療情報管理士

口腔衛生指導・管理、口腔保湿の処置、経口摂食の援助

共有情報の提供、実施記録の管理

診療放射線技師 放射線治療による疼痛緩和、画像診断による病態の確認

理学療法士 移動・動作の維持支援、本人・家族へ動作介助指導、落痛緩和、体力維持、補助具等相談

緩和サポートチTム・緩和ケアチーム

医師

看護師

管理栄養士 少しでも美味しく食べられる食事、食事の楽しみ方、食事の環境について相談

作業療法士 可能な限りの自立生活の支援、本人と家族への「意味のある作業活動」の提供、精神心理的な支持・援助

ソーシャルワーカー 患者・家族サポート、経済的支援、退院、転院援助、見取りの場の相談

薬剤師

臨床心理士 本人へのカウンセリング、リラクセーシヨン指導、家族・遺族のケア

8




